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摘要 
 繁殖期のカンムリウミスズメは，日中は繁殖地周辺の海上に広く分散し，日没後に抱卵交代のため繁殖地に上

陸する．抱卵交代した個体は夜明け前に繁殖地を離れて海上に出る．したがって，多くの個体が繁殖地から海上に

出て行く時間に合わせて調査を行なうと，より正確に個体数を把握できると考えられる．筆者らが 2014 年に神津

島の祇苗島で行なった調査結果を元に，神津島村の恩馳島，新島村の地内島で，日の出の 1−2 時間前に島の周囲

を 3 回から 4 回周回して個体数調査を実施した．2015 年から 2017 年の調査で最大個体数が記録された日の個体数

は，恩馳島ではそれぞれ 43 羽-630 羽，133 羽-402 羽，544 羽-755 羽が記録された．同様に，地内島ではそれぞれ

83 羽-304 羽，12 羽-328 羽，64 羽-124 羽が記録された．最大個体数が記録された調査時間帯と日の出時刻の差は，

平均 64.2±21.5 分であった．また，過去に同海域で行なわれた調査はほとんどが日の出後に行なわれており，恩馳

島では 174 羽（2011 年），地内島では 69 羽（2012 年）がもっとも多い記録だった．本調査結果との比較から，伊

豆諸島では，日の出の 1 時間前を含むように調査を行なうと，より正確に個体数を把握できることがあらためて

示された．本調査の結果，両島がカンムリウミスズメの重要な繁殖地であることが示された． 
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はじめに 
カンムリウミスズメ Synthliboramphus wumizusume は日本近海にのみ生息する海鳥で（del Hoyo et al. 1996），総

個体数は 4,000 羽から 10,000 羽と推定されており（Gaston & Jones 1998, Carter et al. 2002），日本のレッドデータブ

ックでは絶滅危惧 II 類（VU）に指定されている（小野 2014）希少な種である．個体数減少のおもな要因として，

繁殖地におけるカラス類，ネズミ類など捕食者の増加や刺し網漁による混獲，人為的な攪乱による営巣放棄など

があげられる（Piatt & Gould 1994，山階鳥類研究所 2010，山本 2010）．繁殖地とその周辺海域での人為的な影響

を軽減し将来にわたって繁殖地を保全するためには，その状況を監視し，必要に応じて管理計画にもとづいた保

全を行なう必要があるが，そのためには繁殖地の鳥獣保護区指定は有効である．鳥獣保護区指定には，その場所が

自然保護上重要であることを示す根拠が必要とされるが，離島とその周辺海域のように調査が困難な場所では資

料が十分にそろっていない場合が多い． 
筆者らが所属する公益財団法人日本野鳥の会が保全活動のおもな対象地としている伊豆諸島では，繁殖確認も

しくは確実と考えられている離島のうち，新島村の根浮岬，地内島は都指定鳥獣保護区であるものの特別保護地

区ではなく，神津島村の恩馳島，八丈島の八丈小島と小池根は国指定，都指定を問わず鳥獣保護区ではない．この

うち，新島，神津島周辺は繁殖期に多数のカンムリウミスズメが観察されていることから，とくに重要な海域と考

えられている（日本野鳥の会 2012）．さらに，両島周辺は海洋の重要な野鳥生息地としてマリーン IBA に選定さ

れている（佐藤ほか 2016）．そこで，筆者らは新島の地内島，神津島の恩馳島に注目し，鳥獣保護区指定，とくに

鳥獣保護区特別保護地区指定のための基礎情報を収集することを目的に，カンムリウミスズメ個体数の調査に適

した時間帯を検討し（田尻ほか 2016），実際にその時間帯を含むように調査を行なった．得られたデータを元に設

定した調査時間帯の妥当性を検討し，地内島，恩馳島のカンムリウミスズメ繁殖地としての重要性を評価した． 
 
調査地と方法 
 カンムリウミスズメの個体数調査は東京都神津島村の恩馳島（東経 139 度 4 分 34 秒，北緯 34 度 11 分 13 秒）

と新島村の地内島（139 度 13 分 40 秒，北緯 34 度 22 分 20 秒）の周辺海域で実施した（図 1）．調査日は，霧が発

生しておらず，降雨のない視程の良い晴れ，または曇りの日で，なおかつ波高が 1.5ｍ未満の日を選んだ．恩馳島

では 2015 年 4 月 23 日，5 月 12 日，28 日，2016 年４月 27 日，2017 年 4 月 22 日，5 月 9 日，17 日に行なった．

なお，2016 年 5 月 11 日，18 日は気象条件が悪く，調査を行なうことができなかった．地内島では，2015 年 4 月
22 日と 5 月 27 日，2016 年 4 月 26 日，5 月 10 日，17 日，2017 年 4 月 23 日，5 月 16 日に調査を行なった．2017
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年 5 月 10 日は気象条件が悪く，調査を行なうことができなかった． 

神津島村の祇苗島に設置したモーションセンサーカメラをもちいた調査から，伊豆諸島周辺では日の出 1 時間

前から日の出時刻前後にかけて調査を実施すると効率よく個体数を把握できると考えられている（田尻ほか 2016，
図２）ことから，日の出時刻の 2 時間程度前からスポットライトセンサスを開始した． 
調査では 8 から 10 ノットで航行する漁船で繁殖地の周辺を 2 回から 4 回，時間を空けずに連続して周回し，舳

先に配置した 2 名の調査員がサーチライト（JOHN LIGHT 社製スーパービームライト Model 1390）をもちいて海

上を照らしてカンムリウミスズメを探索し，発見した個体数と位置，観察時刻を記録員が記録した．個体数調査時

の周回コースは，2013 年，2014 年の観察時に繁殖地のごく近傍でカンムリウミスズメの声が多数聞かれたことか

ら（日本野鳥の会未発表），海底の地形や定置網等の設置状況を考慮しながら，なるべく繁殖地の近くを航行する

ように設定した．すべての調査で同じコースを取ることを前提としたが，船舶レーダーや GPS 等の機器の不調に

よってずれが生じた場合もあった． 
 
結果と考察 
センサーカメラによって把握したカンムリウミスズメの繁殖地への出入り時間に基づき，日の出前に繁殖地周

辺の洋上で個体数調査を実施した．調査時刻と日の出時刻，記録されたカンムリウミスズメ個体数を表 1 に，2015
年から 2017 年までの各年の最大個体数が記録された日の分布状況を図 3 に示した．以下，島ごとに状況を示す. 

 

図 1．調査地． 
Fig.1. Study area. 

図 2．カンムリウミスズメの巣周辺

への平均出入り回数と日の出時刻

との関係．田尻ほか（2016）から許

可を得て転載． 
Fig.2. Relationship between the 
mean number of Japanese 
Murrelets those were 
photographed by sensor cameras 
when they trip to and from the sea 
out of their nest sites and the time 
of sunrise. Reproduction from 
Tajiri et al. (2016) with 
permission. 
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表 1．2015 年から 2017 年の繁殖期に恩馳島および地内島で行なったカンムリウミスズメ個体数調査の調査

時刻と日の出時刻，記録された個体数．太字は調査日ごとに記録された最大個体数を示す．田尻ほか（2016）
に加筆して作成． 
Table 1. The time of the census of Japanese Murrelets conducted in Onbase-jima and Jinai-jima in the 
breeding season of 2015, 2016 and 2017, the time of sunrise and the recorded number of the birds. Bold 
letters represent the maximum number recorded on each census day. This table was modified from Tajiri et 
al. (2016).  
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(1)地内島 
2015 年 4 月 22 日の 1 周目は 83 羽，2 周目は 246 羽，3 周目は 304 羽が記録された．最大個体数が記録され

た 3 周目は日の出の 50 分から 27 分前であった．5 月 27 日は 1 周目と 2 周目は記録されず，3 周目に 3 羽が記

録されたのみだった． 
2016 年 4 月 26 日の調査では，1 周目に 202 羽，2 周目に 254 羽，3 周目に 60 羽が記録された．最大個体数が

記録された 2 周目は，日の出の 49 分から 22 分前だった．5 月 10 日の調査では，1 周目に 328 羽，2 周目に 64
羽，3 周目に 12 羽が記録された，最大個体数が記録された 1 周目は，日の出の 1 時間 35 分前から 58 分前であ

った．5 月 17 日の調査では，1 周目に 5 羽，2 周目に 3 羽が記録され，3 周目に観察されたカンムリウミスズメ

はいなかった． 
2017 年 4 月 23 日には，1 周目に 114 羽，2 周目に 106 羽，３周目に 7 羽が記録された．最大個体数が記録さ

れた 1 周目は，日の出時刻の 1 時間 49 分前から 1 時間 2 分前であった．5 月 16 日には，1 周目に 64 羽，2 周
目に 62 羽，3 周目に 124 羽，4 周目に 110 羽が記録され，最大個体数が記録された 3 周目は日の出 55 分前から

35 分前であった． 
2015 年から 2017 年までの結果を比較すると，2015 年，2016 年の 2 年間は最大個体数が 300 羽を超えていた

のに対し，2017 年は最大でも 124 羽と少なかった．最大個体数が記録された時期は，2015 年は 4 月下旬，2016
年は 5 月上旬であったのに対し，2017 年は 5 月中旬で，他の年よりも遅い傾向にあった．ただし，2017 年は 5
月 10 に調査を行なうことができなかったので，それが最大個体数と最大個体数が記録された時期に影響してい

る可能性もある． 
 
(2)恩馳島 

2015 年 4 月 23 日の 1 周目はのべ 630 羽，2 周目は 188 羽，3 周目は 43 羽が記録された．最大個体数が記録

された 1 周目は日の出の 1 時間 32 分前から 56 分前であった．5 月 12 日には，1 周目に 221 羽，2 周目に 347
羽，3 周目は 315 羽，4 周目は 134 羽が記録された．最大個体数が記録された 2 周目は日の出の 1 時間 37 分前

から 1 時間 15 分前であった．5 月 28 日には，カンムリウミスズメは観察されなかった． 
2016 年 4 月 27 日は，1 周目に 402 羽，2 周目に 326 羽，3 周目に 199 羽，4 周目に 133 羽が記録された．最

大個体数が記録された 1 周目は，日の出 1 時間 51 分前から 1 時間 25 分前であった．2016 年は，4 月 27 日の 1
日しか調査を行なうことができなかった． 

2017 年 4 月 22 日は 1 周目に 489 羽，2 周目に 559 羽，3 周目に 342 羽，4 周目に 63 羽が記録された．最大個

体数が記録された 2 周目は，日の出 1 時間 7 分前から 45 分前であった．5 月 9 日には，1 周目 591 羽，2 周目

544 羽，3 周目 755 羽が記録され，最大個体数が記録された 3 周目は日の出 52 分前から 38 分前であった．5 月
17 日には，1 周目に 380 羽，2 周目に 435 羽，3 周目に 206 羽が記録された．最大個体数が記録された 2 周目

は，日の出の 1 時間 21 分前から 56 分前であった． 
2015 年から 2017 年までの結果を比較すると，最大個体数は 2015 年では 630 羽，2017 年は 755 羽と多かった

が，2016 年は 402 羽とやや少なかった．2016 年には調査を 1 回しか行なうことができなかったことが影響した

可能性がある．最大個体数が記録された時期は，2015 年は 4 月下旬， 2017 年は 5 月上旬であった． 
 
最大個体数が記録された時間帯 
それぞれの調査日に最大個体数が記録された周回の中間の時刻と日の出時刻との差は，地内島では平均

55.8±23.1 分（±SD，範囲 45-98，N=5），恩馳島では平均 71.2±19.4 分（範囲 35−85，N=6），両島合わせると 64.2±21.5
分（範囲 35-98，N=11）であった．この結果から，日の出 1 時間前を中心とした時間帯に調査を行なうと効率よく

個体数を把握できると考えられた．ただし，11 回の調査のうち，地内島，恩馳島とも 2 回ずつ，計 4 回の調査で

は 1 周目で最大個体数が記録されていた．これら 4 回の調査では，最大個体数を記録できていない可能性がある． 
なお，地内島，恩馳島とも，個体数調査時の周回は間隔を空けずに連続して行なったことから，2 回目以降の周

回時にはその前までの周回の際に調査者らが与えた人為的攪乱の影響を受けている可能性がある．今後，調査日

を複数設定し，調査日ごとに周回する時間を変えて１周のみ調査を行なえば，人為的な攪乱の影響を軽減して分

布状況の経時変化を把握したり，調査による攪乱の程度を推定したりできるかもしれない（田尻ほか 2016）．さら

に，同一日の調査でも周回の際に航行したルートに違いが生じた場合があったことから，洋上の分布状況は航路

の影響を受けている可能性を否定できなかったので，洋上の分布状況をより正確に把握するために周回ごとに同

一のルートを航行して比較を行なう必要があるだろう． 
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過去の調査との比較 
2014 年以前に地内島，恩馳島周辺で行なわれた調査と，2015 年以降に行なわれた調査の結果を表 2 にまとめた．

地内島では，2014 年以前に行なわれた調査はすべて日の出後に行なわれた調査であった．一方，恩馳島では 2014
年以前に行なわれた 11 回の調査のうちの 4 回が日の出前に行なわれた調査であった． 
調査 1 分あたりに観察されたカンムリウミスズメ個体数は，地内島では 2014 年以前は平均 0.16±0.05 羽（±SD，

範囲 0.11-0.24，N=4），2015 年以降は平均 1.82±1.47 羽（範囲 0.04-3.45，N=7）で，2015 年以降の方が単位時間当

たりの観察個体数が多かった．恩馳島では，2014 年以前の調査では平均 1.10±1.34 羽（±SD，範囲 0.07-3.65，N=11），
2015 年以降の調査では平均 2.69±1.51 羽（範囲 0-4.47，N=7）で，2015 年以降の方が単位時間当たりの観察個体数

が多かった．なお，恩馳島での調査 1 分あたりに観察されたカンムリウミスズメ個体数を日の出前に行なわれた

調査と日の出後に行なわれた調査で比較すると，日の出前の調査では平均 2.57±1.45 羽（±SD，範囲 0-4.47，N=11），
日の出後の調査では 0.38±0.44 羽（範囲 0.07-1.33，N=7）で，日の出前に行なわれた調査の方が，単位時間当たり

の観察個体数が多かった． 
以上の結果から，伊豆諸島におけるカンムリウミスズメの個体数調査は日の出 1 時間前を中心とした時間帯に

行なうと効率が良いことがあらためて示された．本調査の結果だけを見ても，地内島，恩馳島の重要性は明らかで

あり，鳥獣保護区特別保護地区指定等による保護が必要だろう．さらに，今後保護を進めて行くためには，地内島

については繁殖の確認が必要であり，また，抱卵斑が形成された個体の割合から両島周辺に生息する繁殖個体数

を推定することが重要だろう． 
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Status and Monitoring of Rare and Threatened Japanese Crested Murrelet 

Counting Japanese Murrelets in at-sea congregations in the Izu Islands 
using spotlight surveys 1-2 hours before sunrise 
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Abstract 
During the breeding season, Japanese Murrelets (Synthliboramphus wumizusume) may forage far from 

nesting colonies during the daytime, but many murrelets return to the colony at night to: 1) exchange incubation 
duties with their mate; and 2) attend at-sea congregations adjacent to nesting areas. Breeding murrelets are thought 
to attend congregations before and after exchanging incubation duties. Using motion sensor cameras at Tadanae-
jima (Izu Islands) in 2014, we recorded incubation exchanges through the night from 2000 h until about an hour 
before sunrise, with 2 peaks occurring at 2300 h and 0200 h. In late April and May 2015−2017, we conducted 
round-island spotlight counts of murrelets in at-sea congregations to obtain an accurate index of colony size at 
Onbase-jima and Jinai-jima. We completed 3 surveys 1−2 hours before sunrise each night when numbers of 
murrelets in congregations were expected to be highest. Counts at Onbase-jima ranged from 43-630 in 2015, 133-
402 in 2016, and 544-755 in 2017, while counts at Jinai-jima ranged from 83-304 in 2015, 12-328 in 2016, and 
64-124 in 2017. We compared spotlight counts with counts from daytime boat surveys to evaluate the suitability 
of our methods. Our study revealed the importance of Onbase-jima and Jinai-jima as breeding sites of Japanese 
Murrelets. 
 
Key words: Japanese Murrelet, spotlight survey, Jinai-jima , Onbase-jima , Izu Islands 
 
 
  


